様式第１号

2008年4月2日

財団法人 京都市国際交流協会

理事長     千  玄 室  様


団体名


 　　　　にほんご空間・京都    　　 


所在地　〒604-8215 

京都市中京区蛸薬師新町西入る

不動町180　トレードマーク京都２階　


連絡先


         　　 同　　上             


代表者名        


            　　  杉本　篤子     印

                国際交流活動助成金給付申請書

貴協会の国際交流活動育成事業要綱の規定により、当団体の申請事業に対して助成金の給付を希望しますので下記のとおり申請します。

記

事業名         『 Japanese Lesson & Walking Tour 』                      

事業経費                       ３６６，５００円               　　    

助成申請額                　   １３２，１００円                       

事業計画書    別紙１のとおり

収支予算書（事業全体）（助成予定額）    別紙２，３のとおり

別紙１
事業計画書

	申請団体名
	にほんご空間・京都　

	団体所在地
	〒604-8215　京都市中京区蛸薬師新町西入る

	
	不動町180　トレードマーク京都２階

	
	TEL: 075-201-6139　FAX: 075-201-6139

	
	ホームページアドレス：

http://j-space.sakura.ne.jp/w-frame.html

	代表者名
	杉本　篤子

	担当者名
	杉本　篤子

	担当者連絡先
	〒604-8215　京都市中京区蛸薬師新町西入る

	
	不動町180　トレードマーク京都２階

	
	TEL: 075-201-6139　FAX: 075-201-6139

	
	メールアドレス：kyoto@jsktour2007.sakura.ne.jp

	設立年月日
	2005年5月1日

	設立主旨
	にほんご空間・京都は、次の三つの柱を趣旨とした活動を行っています。

①経済的にゆとりがなくても日本語を勉強したいという外国人の方々に、質の高い日本語教育を低料金で提供する場を設けます。
②外国人と日本人の架け橋となる、交流の場や文化的情報を提供することを心がけます。
③日本語教師を目指す青少年に授業の実践の機会を与えることによる青少年育成活動を行います。

	これまでの主な活動
	次頁へ記入

	団体の財政状況
	・日本語教室活動　2007年度（暫定）

　総収入　　1,052,969円

　　総支出　　1,057,851円

・「Japanese Lesson & Walking Tour」（暫定）

　　総収入　　　237,049円
　　総支出　　　245,026円

	組織について
	【日本語教育】日本語教師：10名、アシスタント：5名
学習者：延べ約1100人（2007年4月～2008年3月）
【ツアースタッフ】7名

	備考
	· 記入しないでください




	申請事業名
	『Japanese Lesson & Walking Tour 』

	申請金額
	　　　132,100円
	助成決定金額
	＊記入しないでください　　　　　　　　　　　　　　円

	開催日時
	　2008年4月1日　から　2009年3月31日まで

	開催場所
	　トレードマーク京都

	事業目的
	私達はこれまで主に、「日本語教師」と「日本語を学ぶ在住外国人」による日本語教室を中心にしてきましたが、昨今外国人との交流ができないかという一般の方々からの問合せも増えてきました。そこで、活動趣旨の一つである国際交流活動として、市民と外国人との交流の場づくりができないかと考え、2006年には、交流サロンという試みも行いましたが、なかなか参加者による自主活動には育たず、何らかのテーマ性を考える必要を感じていました。そこで、昨年から始めたのが、外国人観光客を対象にした体験型の国際交流事業『Japanese Lesson & Walking Tour』です。
京都には年間64万人以上の外国人観光客が来られます。一方で、外国で生活された経験のある日本人も多く、その経験を日本で生かせないかと考えている方、語学力を生かして身近な国際交流を望んでいる方、京都検定の知識を生かして京都の歴史、文化、伝統、生活習慣を外国人に伝えたいと考えている方、将来国際交流に関する職業に就きたいと考えている大学生などが多くおられます。本活動は、そういった人材を活用し、伝統ある京都だからこそできる新しい体験型の国際交流事業です。
2007年2月、京都市福祉ボランティアセンターでのボランティア初歩講座『はじめのいっぽ』でこうした活動を行いたいというお話をさせていただいたところ、シニア、主婦など5名のメンバーが集まりました。後に大学生や外国人もメンバーに加わって、活動趣旨や活動内容の検討、活動に必要な資料の作成やご協力いただける個人、企業、団体との交渉など、それぞれの能力を生かして分担・協力しながら、活動を実施しています。
また、外国人観光客の方々を対象に、「日本人とのコミュニケーションを思い出に」、日本や京都をより好きになっていただき、リピーターになってもらおうということを趣旨としています。日本語レッスンの後に、ボランティアスタッフにより京町家見学等の観光をアシストしますが、観光案内事業や通訳業ではなく、あくまでも交流を目的とした市民ボランティア活動です。

	事業内容
	次頁へ記入

	事業の対象者と人数
	本年度集客目標：50名

	助成金の使い方
	別紙３へ記入

	参加方法
	■有料（2,000）円　入場券の購入方法：当日受付にて購入
メールまたは電話にて事前予約受付


	これまでの主な活動
	（Japanese Lesson & Walking Tour）

	2007年2月
　京都市福祉協議会ボランティア初歩講座「はじめの一歩」でメンバー募集

4月～8月
ツアー趣旨、活動方針、ツアーコース、日本語レッスン内容の決定

日本語テキスト、英文配布資料、チラシ、ホームページ作成、広告
9月～現在　ツアーの実施、改善、ホテル、ユースホステル等チラシ配布、

　　　　　　英文メディアへの記事掲載依頼

【実施内容】
日本語レッスン（10:00-11：00）
旅行で使える簡単な日本語をゲストに教えることにより、日本語で日本人に話しかけるきっかけを持ってもらうことを趣旨に、スタッフとショッピングやレストラン、道聞きの場面での日本語の練習や日本語の特徴を楽しく学んで頂きます。

町家へのご案内（11：00－12：00）
京町家の「長江家」またはくろちく㈱の｢百足屋｣へのご案内

京町家の特徴や京都での暮らしについてご説明させていただきます。

昼食（12：00-13：00）

スタッフとともにコンビニエンスストアでランチを購入し、トレードマーク京都でスタッフとともに昼食をしながら交流します。食べ物についての話題や、午後から案内する場所の選定、京都についての様々な話題が飛び交います。

観光（13：00-16：00）
公共交通機関をできるだけ利用し、スタッフがゲスト希望の観光地、買い物に同行します。日本語レッスンで学んだ日本語のフレーズをできるだけ使ってもらいながら、観光案内をいたします。

【過去のツアー】

8/15  　1名（ニュージーランド）新町界隈、百足屋、錦通り、本能寺、京都駅
9/19　　2名（イギリス）百足屋、みやこメッセ、平安神宮、ﾊﾝﾃﾞｨｸﾗﾌﾄｾﾝﾀｰ
10/3　　1名（スウェーデン）堀野記念館、二条陣屋、後日御所
11/14 　1名（カナダ）長江家、二条城、祇園界隈、
12/12 　1名（オーストラリア）長江家、仙洞御所
1/9　 　1名（ブラジル）堀野記念館、西陣織会館、清明神社、西陣界隈
1/16　  1名（イギリス）祇園界隈
3/5　　 1名(アメリカ)長江家、御所、みやこめっせ、平安神宮界隈
3/12　　1名（ジャマイカ）長江家、地下足袋の店探し、平安神宮界隈
3/19　　2名（イタリア）堀野記念館、京都市美術館、平安神宮、武道館

【その他】

· 京都市ユースホステル協会高田氏によるご指導（随時）
· 京都府国際交流センター2007年前期助成金申請(4月～9月)

· 京町家として、くろちく㈱の百足屋さん見学の依頼(4月～5月)

· 京町家として、長江家住宅さん見学の依頼(8月～9月)

· 京都市内の主なホテル、ユースホステル、ゲストハウス等にリーフレット配布

· 京都市まちづくりセンターからのご紹介で本能寺まちづくり委員会の工房見学のお手伝い（3/7）
· 2008ボランティア・市民活動フェスタへの出展(3/16)

· 京エコロジーセンター助成事業｢エコロジーツアー｣への参加(現在進行中)




	申請事業内容
	

	にほんご空間・京都は、継続発展していける組織作りを目指し、2005年スモールオフィスで事務所の立ち上げを行いました。また、この立ち上げに際しましては、京都市国際交流協会様から助成金を頂き、京都市市民活動センターに事務所を2年間お借りすることができました。お蔭様で組織運営力も向上し、学習者からの熱い支援も受けて、日本語教室は順調に継続できております。ここに改めて御礼申し上げます。

『Japanese Lesson & Walking Tour』は、ボランティアスタッフが「日本語レッスン」と「京都における観光」をアシストすることによって、スタッフと外国人ゲストの双方に国際交流の楽しさを体験していただく活動です。
にほんご空間・京都においては、私達日本人も、日本語教室での学習者との交流のなかで、折々に外国人の様々な視点のおもしろさや現状の問題点を知ることができます。しかしそういったおもしろさや現状、問題点等は、あまり一般の市民に伝わる機会はありません。国際交流の第一歩は、交流の楽しさと同時に問題点を含めた現状を多くの市民に知ってもらい相互理解を深めることから始まるのではないでしょうか。私達も、社会貢献としてのその重要性は理解しているものの、これまでは時間的、経済的制約も大きく、あまり手が付けられていませんでした。

そこで、様々な経歴と才能を持つ一般の方々の参加を募り、楽しさだけを体験する単発的な国際交流活動ではなく、継続的に行い、その中で在住外国人との交流を持ってもらったり、日本語レッスンや外国人の防災活動について知っていただきたいと考えました。本事業では、スタッフが町家や工房などとのネットワークも広げ、地域との交流や、他団体との交流、宿泊施設から外国人観光客のニーズと情報の提供を受ける事などもできます。また、エコツアーという新しい発想を取り入れることもできます。2008年度は、にほんご空間・京都としてもさらにこの事業を活発化させ、より多くのボランティアスタッフとゲストが、楽しく参加し、プラスアルファのある国際交流活動に育てていきたいと考えています。


	事業のすすめ方
	（2008年度の活動予定）

	2007年2月より、私たちは事業内容をゼロから考えることから始めました。外国人観光客にどのようにコミュニケーションを楽しんでいただくか、どのように京都の良さを伝えていくか、地域への貢献をしていくか等、オリジナリティ溢れる活動内容を考え、基盤を固めるのに約半年を費やし、その後、HPやチラシの作成、配布、市内外の宿泊施設へ訪問を重ね、リーフレットを置いていただくなど広報活動を行い、参加していただいたゲストの方々には、大変有意義で楽しい活動であったと喜ばれ、評価をいただいています。

ボランティア活動において、ボランティアを受ける側が満足することも重要ですが、行う側もやりがいや満足を得られることが大切であり、また、スタッフに大きな経済的負担をかけないことが事業の継続のために必要不可欠な要素と考えます。
本事業では、日本語レッスン中だけでなく、昼食の交流時、京町家や観光スポットへのアシスト中でも、日本語を使えるよう機会を作り、ゲストに楽しい体験をしていただいています。またスタッフ側は、国際交流の喜びと共に京町家や京都の文化や歴史を学んだり、情報を交換する楽しみ、外国語の能力向上や、ネットワークの広がり、自らが企画を創り出し、みんなで実践していく楽しさなどやりがいと満足を実感しています。
また、予算については、年間ゲスト数100名を目標とし、賃室料等の経費とともに、観光アシスト時のスタッフ入場料や交通費などを経費でまかない、事業を継続・発展させることを目指しています。
しかし、残念ながら、2007年度で実際に実施できたのは10組12名にしか過ぎませんでした。その原因は、まだ始めたばかりであり、認知度が低いこと、そしてやはり手配りの限界にあります。そこで、2008年度は何よりも本活動を外国人観光客の方々に知っていただくことを優先課題とし、地道な広報活動と共に、4月より京都で唯一の英語フリーペーパー『京都ビジターズガイド』へ広告を掲載することに決めました。（3月号では紹介記事として掲載中）。広告媒体が有料であることとその効果については、論議を重ねた結果、ゲストに来ていただくための先行投資として考えることにしました。また、ゲスト数の将来的目標は100名をいきなり目指すのではなく、無理のない50名とした予算編成をおこないました。スタッフは、「ゲストを迎えられる喜びを得られるのなら」と、事業が軌道に乗るまでは会費による必要経費の負担を覚悟していますが、ぜひ、貴協会の助成金によるお力添えをお願いいたします。
【2008年度の課題と対策】
広報について強化策
· 内容：外国人や宿泊施設の方へのリーフレット配布、情報提供
· ツール：印刷媒体（新聞、フリーペーパー、その他）、Web、リンクの強化

· 配布先：市内、府内、他府県、国際交流団体、国際交流機関、企業、
· 以上を定期的に行うためのスケジュール化


活動内容について
· 新規メンバーの募集、日本語教師募集

· 日本語レッスン：レッスン内容の見直し、多人数、中級者マニュアル
· コース：新しいコースのリサーチ

· エコツアーの視点を持ったコースの作成
学習と情報交換について

· 町家、京都知識、英語力、在住外国人の諸問題に関する知識を向上させる定期的な勉強会の場を作れないか。
· 京都市まちづくりセンターの利用

· 外国人に人気のスポットや京都の情報収集や情報交換

財政について

9月末に収支と後期予算を見直し、会費の見直しを行う

配布資料について

観光のオフシーズンである1月～2月に改定



別紙２

収支予算書（事業全体）

支出

	項　　目
	金　額
	内　　訳
	備　考

	賃借料（会場使用料等）
	100,000
	家賃：@2000円×50回
	

	広告料
	120,000
	広告掲載費他
	

	保険料等
	2,500
	@50円×50人　ゲスト事業保険
	

	旅費交通費
	22,000
	TMKから現地までの往復交通費

220円×片道×２名×50回
	

	
	50,000
	スタッフ入場料

@500円×2人×50回
	

	通信運搬費（案内の送付等）
	24,000
	2,000円×12ヶ月
（英語での受付専用携帯電話代）
	

	
	24,000
	2,000円×12ヶ月（℡,ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ代）
	

	消耗品費
	24,000
	2,000円×12ヶ月
（ｺﾋﾟｰ用紙、ﾄﾅｰ等）
	

	合　　　計
	\366,500
	
	


収入

	項　　目
	金　額
	　　　内　　　訳
	備　考

	自己財源（会費収入等を含む）
	134,400
	会費＠1,600円×7人×12ヶ月
	

	参加者負担金
	100,000 
	@2,000×50名
	

	当協会の助成金
	132,100 
	（予定額）
	

	その他
（企業寄付,他団体助成金等）
	0
	
	

	合　　計
	\366,500
	
	


別紙３

収支予算書（助成予定額）

支出

	項　　目
	金　　額
	内　　　訳
	備　考

	賃借料
	40,000
	家賃
	

	広告料
	60,000 
	広告掲載費他
	

	保険料等
	2,500 
	ゲスト事業保険
	

	旅費交通費
	17,600 
	スタッフ入場料・交通費
	

	通信運搬費
	12,000
	英語での受付専用携帯電話、℡,ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ代
	

	合　　　計
	\132,100 
	
	


収入

	項　　目
	金　　額
	　　内　　　訳
	備　考

	当協会の助成金

	132,100 
	（予定額）

	

	合　　　計
	\132,100 
	
	


■添付資料

· JSK tour 2007年度決算書(暫定)

· JSK 2007年度決算書(暫定)

· はじめのいっぽ
・ツアーチラシ

· ツアーパンフ
・日本語テキスト

· 英文配布資料
・長江家資料

· 新聞掲載記事
・京都ビジターズガイド
	[Japanese Lesson & Walking Tour ] 収支決算書  （期途中のため暫定）

	 収入の部
	
	

	自己財源
	67,200
	会費＠1600×3ヶ月×4人＝19,200
　　　＠1600×6ヶ月×5人＝48,000

	ゲスト参加費
	24,000
	@2,000×12名

	京都府国際センター助成金
	104,849
	平成19年度前期助成金

	その他
	41,000
	本能寺まちづくり委員会謝礼、モニターツアー

	別途未徴収金
	7,977
	

	総計
	\245,026
	　

	
	
	

	支出の部
	
	

	旅費交通費
	20,870
	入場料・交通費の一部

	通信運搬費
	34,344
	通信費・郵送費

	消耗品費
	44,600
	文具、CDR、インクカートリッジ等

	印刷製本費
	16,832
	コピー、チラシ印刷

	賃借料
	120,000
	賃室料

	保険料
	2,000
	ボランティア保険

	諸謝金
	5,000
	テキスト翻訳料

	新聞図書費
	1,380
	資料用書籍費

	総計
	￥245,026
	　


	にほんご空間・京都(日本語教室活動のみ）2007年度（H19）　収支決算

	
	（2007年4月1日ー2008年2月29日暫定）

	収入の部
	支出の部

	18年度繰越分
	214,285
	　
	　

	チケット
	921,800
	交通費
	416,000

	コピー代
	6,169
	通信費
	47,447

	雑収入
	125,000
	事務用品費
	10,381

	　
	　
	消耗品
	6,912

	　
	　
	図書費
	13,011

	　
	　
	賃借料
	552,435

	　
	　
	広告宣伝費
	1,045

	　
	　
	雑支出
	10,620

	　
	　
	20年度繰越分
	209,403

	2007年度合計
	\1,267,254
	　
	\1,267,254


